
その不調、ホルモンバランスのせいかも？
ホルモン年齢ドック

内分泌腺より分泌されるホルモンは、人間の生命を維持していくための「免疫」や「代謝」、「体の調節」へ重

要な役割を果たしています。加齢や生活習慣の乱れ、ストレスの増加に伴いホルモンバランスが崩れたり、ホ

ルモン量が減少すると「血糖値異常」、「血圧異常」といった様々な症状を引き起こす要因にもなります。

◎ホルモンバランスとは？

◎ホルモン年齢ドックとは？

ホルモン分泌量を測定し、ホルモンバランスを改善することは
体調不良や老化の予防につながります。

ホルモン年齢ドックとは、年齢との比較で必要なホルモンバランスを

測定するサービスです。ホルモンバランスの乱れを知り、改善すること

で体調不良や老化を予防することへお役立て頂けます。測定している

ホルモンは、50種類以上存在するホルモンの中から、加齢により減少

することが知られている項目を中心に4つの指標を測定しております。

人体にとって重要なホルモンの1つで、新陳代謝を司る成

長ホルモン。老化を防止し、若さを保つために重要な働き
を持つ。

免疫力を高め、ストレスホルモンに対抗し細胞を守る作用
があるホルモン。副腎で作られる全てのホルモンの源と
言われており、加齢と共に減少します。

DHEA-sIGF-Ｉ

コルチゾール DHEA-s/コルチゾール比
別名ストレスホルモン。ストレス時に分泌されストレスと対
抗する力の源になります。その他、抗炎症作用などからだ
にとって大切な働きをしています。

ストレスの指標として注目されており、うつ病の患者では
コルチゾールが高く、DHEA-sが低い傾向があるためその
比率が重要なのではないかと考えられています。

IGF-I

DHEA-s

年齢とホルモン量の関係



◎報告レポートイメージ

血液中のホルモン成分量から推定されるホルモン年齢と現在のストレスの状態を報告致します。
報告書裏面にはホルモンについての解説とホルモンバランスを改善するためのヒントやアドバイスを記載しております。

よくあるご質問

Q ホルモン年齢ドックは更年期障害のチェッ

クに使えますか？

A.いいえ。あくまでホルモン年齢ドックは、成長

ホルモンやストレスホルモンをチェックして実年齢
に対してホルモンの年齢が何歳に相当するかを測定
する検査です。※過去の研究データに基づき、算出
しております。

Q 検査数値が悪かった場合は？

A.ホルモンバランスが崩れると、「血糖値の上

昇」や「血圧異常」といった様々な体の不調を引き
起こします。眠や食事など、規則正しい生活を心掛
けることが一番です。報告書や別紙の資料を参考に、
生活習慣の改善に取り組みましょう。

3つ以上当てはまる人は要注意です。
一度、ホルモンのバランスを
チェックしてみませんか？

1. 食生活に気を使わない。 □

2. 肌の調子が悪い □

3. 不規則な生活をしている □

4. ストレスを感じている □

5. 運動不足だと感じている □

6. 疲労が抜けない □
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